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情
』
の
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記
と
文
体
に
つ
い
て

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

波

【要
旨
】
金
栄
敏
は
、
『韓
国
近
代
小
説
史
』
曇

九
九
七
）
と

『韓
国
近
代
小
説
の
形
成
過
程
』
↑
一〇
〇
五
）
に
お
い
て
、
李
光
沫

は

『無
情
』
を
最
初
は
国
漢
混
用
文
で
書
き
、
連
載
直
前
に
な

っ
て
純

ハ
ン
グ
ル
文
に
変
更
し
た
と
推
論
し
た
。
本
論
文
は
金
栄
敏

の
こ
の
推
論
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
本
稿
の
第
１
章
で
は
、
金
栄
敏
の
こ
の
推
論
を
検
討
し
、
当
時
の
韓
国
社
会
に
存
在
し
て
い

た
表
記
の
二
重
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
２
章
で
は
、
李
光
沫
が

ハ
ン
グ
ル
表
記
を
意
識
的
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

■
海
亡
命
か
ら
帰
国
し
て
短
編

「嘉
実
」
を
言
い
た
と
き
だ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
に
発
見
し
た
資
料
に
よ
っ
て
示
し
、
そ
れ
で
は

李
光
添
が
国
漢
文
で
書
い
た

『無
情
』
の
原
稿
を

ハ
ン
グ
ル
表
記
に
直
し
た
の
は
誰
な
の
か
を
推
論
す
る
。
第
３
章
で
は
、
『無
情
』

に
至
る
ま
で
の
李
光
添
の
文
体
の
変
遷
を
た
ど
る
。
李
光
沫
は

一
九
〇
八
年
の
翻
訳

「
１１１１
涙
」
か
ら
言
文

一
致
体

へ
の
道
を
踏
み
出

し
、
表
記
は
知
識
人
の
表
記
で
あ
る
国
漠
文
に
留
ま
り
な
が
ら
文
体
の
鍛
錬
を
つ
づ
け
た
。
そ
し
て

『無
情
』
の
表
記
が
勝
手
に
ハ

ン
グ
ル
に
変
更
さ
れ
た
と
き
に
は
、
す
で
に
問
題
が
生
じ
な
い
だ
け
の
文
体
を
確
立
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）
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節
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朝

鮮

は

じ

め

に

第
１
章
　
『無
情
』
の
表
記
問
題

ｌ
　
「英
采
に
関
す
る
原
稿
」

２
　
予
告
文
と
謝
罪
文

３
　
表
記
の
二
重
状
況

第
２
草
　
李
光
沫
の
表
記
変
更

―
　
「〓晃
宅
企

学

は

じ

め

に

一
九

一
七
年
に
発
表
さ
れ
た
李
光
添
の
長
編

『無
情
』
が
韓
国
文
字
史
で
最
初

の
近
代
小
説
と
評
さ
れ
て
い
る
理
由
の

一
つ
は
、

こ
の
小
説
が
純

ハ
ン
グ
ル
文
で
書
か
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
金
栄
敏
は
、
『韓
回
近
代
小
説
史
』
曇

九

九
七
）
と

『韓
□
近
代
小
説
剣

形
成
過
程
』
Ｔ
一〇
〇
五
）
に
お
い
て
、
李
光
沫
が

『無
情
』
を
田
漢
文
で
書
き
、
連
載
の
直
前
に

な

っ
て
ハ
ン
グ
ル
に
表
記
変
更
し
た
と
主
張
し
た
。
本
稿
は
、
金
栄
敏
の
こ
の
主
張
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
第
１
章
で
金
栄
敏
の

こ
の
主
張
を
詳
し
く
検
討
し
、
第
２
章
で
は
、
最
近
筆
者
が
発
見
し
た
資
料
を
根
拠
と
し
て
、
李
光
沫
が
小
説
の
表
記
に
初
め
て
ハ

ン
グ
ル
を
選
択
し
た
の
は
上
海
か
二
灰
っ
て

「募
実
」
を
書

い
た
と
き
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
で
は

『無
情
』
を
純

ハ
ン
グ

ル
文
に
し
た
の
は
誰
な
の
か
を
推
論
す
る
。
そ
し
て
第
３
章
で
、
『無
情
』
を
書
く
以
前
の
李
光
添
は
表
記
と
文
章
に
関
し
て
ど
う

考
え
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど

っ
て

『無
情
』
の
文
体
に
到
達
し
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第

１
章
　
『無
情
』

の
表
記
問
題

１
　
「英
来
に
関
す
る
原
稿
」

一
九

一
六
年
の
末
、
李
光
沫
は
早
稲
田
大
学
の
近
く
の
下
宿

で
、
新
年
小
説
を
書

い
て
く
れ
と
い
う

『毎
日
申
報
』
か
ら
の
依
頼

電
報
を
受
け
取

っ
た
。
タ
イ
ト
ル
だ
け
先
に
送
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
に
し
た
が

っ
て
、
李
光
沫
は

『無
情
』
と
打
電
し
、
書
き
た

め
て
あ

っ
た

「英
采
に
関
す
る
原
稿
」
を
取
り
だ
す
と
、
そ
れ
を
も
と
に
冬
休
み
の
あ
い
だ
不
眠
不
体
で
前
半
約
七
〇
回
分
の
原
稿

を

一
気
に
書
い
て
新
聞
社
に
送

っ
た
。
李
光
沫
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
小
説
を
書

い
た
の
か
。
そ
れ
は
、
可
哀
そ
う
な
両
親
の
こ
と
、
妹
た
ち
の
こ
と
、
私
自
身
の
数
奇
な

幼
年
時
代
の
忘
れ
ら
れ
ぬ
懐
か
し
い
記
憶
を
書

い
て
み
た
い
衝
動
か
ら
出
た
こ
と
だ
と
言
え
ま
し
ょ
う
①
『無
情
』
も
そ
の
最

初
の
部
分
の
英
采
の
幼
年
時
代
は
、
そ
の
ま
ま
私
の
幼
年
時
代
の
懐
か
し
く
も
辛

い
記
憶
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「英
来
に
関
す
る
原
稿
」
の
中
身
は
、
彼
自
身
の
幼
年
時
代

の

「懐
か
し
く
も
辛

い
記
憶
」
を
英
采
と
い
う
登

場
人
物
に
託
し
て
書

い
た
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
李
光
添
は
そ
の
原
稿
を
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
表
記
と
文
体
で

書

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

ワ
色　
予
告
文
と
謝
罪
文

金
栄
敏
は

一
九
九
七
年
に
刊
行
し
た

『韓
国
近
代
小
説
史
』
と
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
し
た

『韓
国
近
代
小
説
の
形
成
過
程
』
に
お

い
て
、
『無
情
』
が
最
初
は
国
漢
文
で
書
か
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
そ
の
根
拠
は

『無
情
』
の
連
載
が
は
じ
ま
る
前
に

『毎
日

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）
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光
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光
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の
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記
と
文
体

め



,封

鮮

学

観
鮮
，
舗
小
！就
一

撤
鎗
鍛
識
欝
兼

こ
れ
に
よ
れ
ば
李
光
沫
は

「漢
文
混
用
剣

書
翰
文
槌
」
は
新
関
連
載
に
適

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
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五

（第
二
百
三
十
六
蛸
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

中
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
予
告
文

［写
真
１
］
と
、
連
載
開
始
時
に
掲
載
さ
れ
た

謝
罪
文
で
あ
る
。
［写
真
２
］

閣
柵
開
円
脚
徽
倒
剛
　
無
情
　
春
園

李
光
沫
氏
作
　
新
年
キ
引

一
面
連

載徒
宋
引

小
説
斗

如
司

純
諺
文
書

用
対

牛
「
■

ユ

諺
漢
交
用
書
翰
文

鰹
書

用
計
引

讀
者
暑

教
育
以
■

召
理
刻
引

求
計
と

人斉
己
叫
辞

賃
王

朝
鮮
文
担
刊

新
試
験
ｑ
豊

豊
富
毬

引
〓
善

新
年
〓

第
侯
計
辞
　
関
固

剛
開
剛
剛
阻

辞
隈
慣
陛
脚
小
崩
」
無
情
　
春
園
李
光
添
氏
作
　
新
年
よ
り
一
面
で
連

載
／
従
来
の
小
説
の
ご
と
く
純
諺
文
を
用
い
ず
、
諺
漢
交
用
書
勃
文
体
を

用
い
て
読
者
を
教
育
あ
る
青
年
界
に
求
め
る
小
説
で
、
実
に
朝
鮮
文
壇
の

新
試
験
で
あ
り
ま
す
。
豊
富
な
内
容
は
新
年
を
お
待
ち
あ
れ
／
¶
目
ガ

圏

）

こ
の
予
告
文
は

一
九

一
六
年

一
二
月
二
六
日
か
ら
二
九
日
ま
で
、
四
日
間
に

わ
た

っ
て

『毎
日
中
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
年
末
の
工
○
日

（■
曜
日
）
と
二

一
日

（日
曜
日
）
の
新
聞
は
休
刊
だ

っ
た
か
ら
、
連
載
開
始
の
ま
さ
に
前
の
目

ま
で

『無
惜
』
は

「諺
漢
交
用
書
翰
文
鍵
」
す
な
わ
ち
国
漢
混
用
の
書
翰
体
で

書
か
れ
る
こ
と
が
読
者
に
広
報
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

一
月

一

日
に
連
載
が
始
ま

っ
た

『無
情
』
は
予
告
と
違

っ
て
純

ハ
ン
グ
ル
文
で
あ
り
、

書
翰
体
で
も
な
か

っ
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
謝
罪
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

小
説
文
健
愛
更
引

封
計
引

無
情
引

文
樫
と

豫
告
上
叶

愛
更
毬
叫

其
理
由
と

編
輯
同
人
引
刻

宋
毬

作
者
引

書
管
中

一
節
書

摘
記
寺
引
州

謝
ユ
スト
計
上
辞

…
…
漢
文
混
用
ｑ

書
勃
文
撻
と

新
聞
引

適
「

ユ
会
こ
き
三

思
計
引

愛
更
毬

引
叫
豊
叫

私
見
上
三
七

朝
鮮
現
今
剣

生
活
剣

錨
毬

書
三

思
計
と
叫

三
「
一
部
有
教
育
毬

青
年
間
剣

新
土
地
暑

開
拓
書

キ

駅

三
理

無
上
引

幸
豊
三

思
計
背

（下
略
）

（小
説
文
体

の
変
更
に
つ
い
て
／
無
情

の
文
体
が
予
告
よ
り
変
更
さ
れ
た

件
に
つ
き
、
そ
の
理
由
は
編
集
同
人
に
来
た
作
者
の
書
動
中
の

一
節
を
摘

記
し
て
謝
罪
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
／
…
…
漢
文
混
用
の
書
吻
文
体
は
新

聞
に
適
さ
ぬ
と
思
い
、
変
更
し
た
次
第
で
す
。
私
見
で
は
朝
鮮
現
今
の
生

活
に
触
れ
た
と
思
う
も
の
で
、
も
し
や

一
部

の
教
育
あ
る
青
年
の
間
に
新

領
域
を
開
拓
し
う
れ
ば
無
上
の
幸
い
と
存
じ
ま
す

（下
略
こ

[写真 l][写真 2]
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さ
な
い
と
判
断
し
て
、
変
更
す
る
こ
と
を
新
聞
社
に
手
紙
で
知
ら
せ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
よ
く
読
む
と
こ
の
文
面
は
と
て

も
曖
味
で
あ
る
。
ま
ず
手
紙
の
日
付
が
な
い
。
こ
の
手
紙
は
、　
〓

一月
二
九
日
に
四
回
目
の
予
告
が
掲
載
さ
れ
た
あ
と
、
純

ハ
ン
グ

ル
文
で
書
か
れ
た
約
七
〇
回
分
の
原
稿
と

一
緒
に
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
国
漢
文
で
書
か
れ
た
書
吻
体
の
原
稿
が
先
に
新

聞
社
に
屈
い
て
お
り
、
そ
こ
に
差
し
替
え
用
の
ハ
ン
グ
ル
原
稿
が
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
す
で
に
届
い
て
い
た
国
漢
文

の
原
稿
を

ハ
ン
グ
ル
に
表
記
変
更
し
て
く
れ
と
い
う
依
頼
の
手
紙
だ
け
が
届
い
て
、
新
聞
社
の
人
間
が
そ
の
作
業
を
行
な

っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
う
し
た
点
を
謝
罪
文
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
よ
り
も
、
表
記
の
変
更
な
ら
と
も
か
く
、
書
簡
体
の
文
体
を
簡

単
に
変
更
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

予
告
文
の

「諺
漢
交
用
書
勃
文
健
」
と
謝
罪
文
の

「漢
文
混
用
ｑ

書
物
文
贈
」
と
い
う
文
言
か
ら
見
て
、
「英
采
に
関
す
る
原
稿
」

は
漢
字
交
じ
り
文
で
書
か
れ
た
手
紙
形
式

の

一
人
称
小
説
だ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
だ
が
周
知
の
通
り
、
『無
情
』
は
二
人
称
小
説

で
あ
り
、
英
采
の

「手
紙
」
は
遺
書
し
か
出
て
こ
な
い
。
お
そ
ら
く
李
光
沫
は

『無
情
』
を
書
く
と
き
に
英
来
の

「手
紙
」
を

「身

の
上
話
」
に
作
り
か
え
て
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
に
ま
わ
し
、
一口了
植
を
中
心
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
作
り
直
し
た
の
で
あ
る
。
『無
情
』

の
前
半
は
英
采
の
身
の
上
話
を
聞
く
亨
植
の
心
に
湧
き
起
こ
る
想
念
の
描
写
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
も
と
も

と
書
勃
体

一
人
称
小
説
だ

っ
た

『無
情
』
は
二
人
称
小
説
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
新
聞
社
は
ど
う
し
て
表
記
に
関
す
る
予
告
を
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
新
連
載
が
始
ま
る
と
き
に
小
説
の
内
容
に
つ

い
て
予
告
し
宣
伝
す
る
の
は

一
般
的
だ
が
、
表
記
に
関
す
る
予
告
と
い
う
の
は
珍
し
い
。
『毎
日
中
報
』
が
新
連
載
は
国
漢
文
小
説

で
あ
る
こ
と
を
予
告
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
長
編
小
説
は
純

ハ
ン
グ
ル
文
と
い
う
の
が
慣
習
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

知
識
人
層
と
庶
民
層
と
で
は
使
用
す
る
表
記
が
違
う
と
い
う
状
況
が
あ

っ
た
。
こ
こ
で
簡
単
に
当
時
の
朝
鮮
の
表
記
が
置
か
れ
て
い

た

「二
重
状
況
」
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

３
　
表
記
の
二
重
状
況

一
八
九
四
年
の
甲
午
改
革
の
際
、
高
宗
は
勅
令
に
よ
り

「
ハ
ン
グ
ル
」
を

「国
字
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ま
で
漢
文
で
作
成
さ
れ

て
い
た
公
文
書
に
国
文
、
す
な
わ
ち

ハ
ン
グ
ル
文
を
使
用
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
た
。
こ
れ
以
降
、
朝
鮮
で
は

ハ
ン
グ
ル
の
学
校
教

育
も
始
ま
り
、
公
的
領
域
に
お
け
る

ハ
ン
グ
ル
の
使
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
く
。
し
か
し
公
文
書
で
は
純

ハ
ン
グ
ル
文
で
は
な
く
、

意
味
的
機
能
を
も
つ
単
語
を
漢
字
で
表
記
し
、
文
法
的
な
機
能
を
も
つ
部
分
を

ハ
ン
グ
ル
で
表
記
す
る
国
漢
混
用
文
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
国
漢
文
を
と
く
に
好
ん
だ
の
は
日
本
留
学
の
経
験
者
た
ち
だ

っ
た
。
西
洋
の
新
し
い
概
念
と
文
物
を
表
わ
す

「日
本

⌒９
）

製
新
漢
語
」
を
漢
字
語
と
し
て
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
日
本
語
文
の
な
か
の

「漢
語
」
を

「漢
字
語
」
と
し
て
そ
の
ま
ま

使
用
し
、
テ
ニ
ヲ
ハ
の
部
分
だ
け
を

ハ
ン
グ
ル
訳
す
れ
ば
、
視
覚
的
に
は
と
り
あ
え
ず
意
味
が
通
じ
る
か
ら
だ
。
国
漢
文
は
急
速
に

普
及
し
た
。

朝
鮮
工
朝
時
代
に
漢
字
と

ハ
ン
グ
ル
を
使
う
二
つ
の
階
層
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
開
化
期
に
は
国
漢
文
と
回
文
を
使
う
二
つ
の
階
層

が
あ

っ
た
。　
一
八
九
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
独
立
新
聞
は
完
全
に

ハ
ン
グ
ル
表
記
さ
れ
た
が
、
二
年
後
の

一
八
九
八
年
に
は
、
知
識
人

読
者
を
対
象
と
す
る
国
漢
文
表
記
の

『皇
城
新
聞
』
各
男
新
聞

（安
裡
こ
と
）
と
、
漢
字
を
読
め
な
い
庶
民
層
の
た
め
に
ハ
ン
グ
ル

表
記
さ
れ
た

『帝
国
新
聞
』
翁
女
新
聞

（守
杷
こ
と
）
が
創
刊
さ
れ
、

一
九
〇
四
年
に
創
刊
さ
れ
た

『大
韓
毎
日
申
報
』
は
二
つ
の

層

の
た
め
に

ハ
ン
グ
ル
版
と
国
漢
文
版
を
発
行
し
た
。
『
大
韓
毎
日
申
報
』
を
強
制
買
収
し
て
韓
国
併
合
後
に

「大
韓
」
の
字
を
は

ず
し
た

『毎
日
申
報
』
は
そ
の
方
式
を
受
け
継
い
で
二
つ
の
版
を
発
行
し
た
が
、

一
九

一
二
年
に
統
合
し
て
、
同
じ
紙
面
に
二
つ
の

表
記
の
文
章
を
載
せ
る
よ
う
に
な
る
。
論
説
や
政
治

・
外
交
の
記
事
は
国
漢
文
、
社
会
記
事
は

ハ
ン
グ
ル
文
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

『毎
日
申
報
』
は
漢
文
愛
好
者

の
た
め
に
漢
文
も
載
せ
た
の
で
、
紙
面
に
は
三
通
り
の
表
記
が
並
ん
で
い
た
。
新
聞
で
は
、
小
説
は

女
こ
ど
も
の
読
み
も
の
と
見
な
さ
れ
て
ハ
ン
グ
ル
文
だ

っ
た
。
逆
に
知
識
人
が
読
む
雑
誌
で
は
、
論
説
だ
け
で
な
く
小
説
ま
で
国
漢

文
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
あ
と
で
見
る
よ
う
に
、
李
光
沫
も
中
学
時
代
か
ら
ず

っ
と
国
漢
文
で
小
説
を
書

い
て
い
る
。

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）
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『毎
日
申
報
』
は
大
衆
読
者
を
惹
き

つ
け
る
た
め
に
最
初
は
新
小
説
、　
つ
い
で
翻
案
小
説
の
連
載
に
力
を
注
い
だ
が
、
そ
れ
ら
は

つ
ね
に
庶
民
の
た
め
の
ハ
ン
グ
ル
文
だ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
漢
文
で
書
か
れ
た
長
編
小
説
の
連
載
は
ま
さ
に
慣
例
を
破
る

「新
試

験
」
で
あ
り
、
新
聞
社
と
し
て
は
、
読
者
を
驚
か
せ
な
い
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

『毎
日
申
報
』
が
こ
の
よ
う
な

「新
試
験
」
を
企
て
た
の
は
、
予
告
に
あ
る
よ
う
に

「読
者
を
教
育
あ
る
青
年
に
求
め
る
」
た
め

だ

っ
た
。
総
督
府
の
機
関
紙
で
あ
る

『毎
日
申
報
』
は
知
識
層
読
者
の
開
拓
に
苦
慮
し
て
い
た
。
後
述
す
る
が
、
李
光
沫
が

『毎
日

申
報
』
に
論
説
を
載
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
直
接
の
き

っ
か
け
は
、
『毎
日
申
報
』
の
記
者
を
し
て
い
た
友
人
が
、
学
資
に
困

っ
て
い

た
李
光
沫
を
社
長
の
阿
部
充
家
に
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
李
光
沫
の
起
用
は
、
知
識
人
読
者
を
獲
得
し
た
い
と
い
う

『毎

日
申
報
』
の
思
惑
と

一
致
し
た
。
李
光
添
が

『毎
日
申
報
』
に
書

い
た
論
説
が
多
く
の
知
識
青
年
か
ら
愛
読
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た

新
聞
社
は
、
彼
に
小
説
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、
青
年
た
ち
を

『毎
日
中
報
』
の
読
者
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
考
え
る
。
し
か
し
先
に

述
べ
た
よ
う
な
表
記
の
二
重
状
況
、
す
な
わ
ち
読
者
が
国
文
と
国
漢
文
と
い
う
表
記
に
よ
り
二
つ
の
階
層
に
分
か
れ
て
い
る
状
況
に

お
い
て
は
、
国
漢
文
表
記
の
小
説
を
連
載
す
る
と
い
う

「新
実
験
」
に
は
危
険
が
伴

っ
た
。
知
識
青
年
た
ち
を
取
り
こ
む
代
わ
り
に
、

こ
れ
ま
で
苦
労
し
て
獲
得
し
て
き
た
大
衆
読
者
に
背
を
向
け
ら
れ
る
危
険
で
あ
る
。

見
た
よ
う
に
、
連
載
開
始
の
直
前
に
な

っ
て
こ
の
危
険
は
回
避
さ
れ
、
そ
の
結
果

ハ
ン
グ
ル
小
説

『無
情
』
は
多
く
の
大
衆
か
ら

読
ま
れ
て
、
李
光
沫
を
人
気
作
家
の
地
位
に
押
し
上
げ
た
。
も
し
国
漢
文
で
表
記
さ
れ
て
い
た
ら
、
『無
情
』
は
あ
れ
ほ
ど
多
く
の

大
衆
を
惹
き

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え

ハ
ン
グ
ル
文
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

『無
情
』
は
そ
の
内
容

の
近
代
性
に
よ
っ
て
知
識
人
た
ち
に
も
読
ま
れ
好
評
を
得
た
。
金
栄
敏
は
、
『無
情
』
は
庶
民
層
と
知
識
層

の
両
方
か
ら
読
ま
れ
た

最
初

の
小
説
で
あ
り
、
そ
の
成
功
は

「真
の
近
代
民
族
語
文
学
の
成
功
」
だ

っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
続
け
て
金
栄
敏
は
、
こ
の
表
記
変
更
は
李
光
沫
の

「瞬
間
的
な
判
断
」
に
よ
る

「偶
然
の
決
定
」
に
過
ぎ
な

か
っ
た
と
評
価

の
切
り
下
げ
を
行
な
う
①
な
ぜ
な
ら

『無
情
』
の
あ
と
に
連
載
が
始
ま

っ
た

『開
拓
者
』
の
表
記
は
国
漢
文
だ

っ
た

か
ら
だ
。
『無
情
』
の
ハ
ン
グ
ル
表
記
で
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
李
光
沫
は

『開
拓
者
』
で
再
度

の
表
記
変
更
を
行
な

っ
た
の
か
。
し
か
し
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ

ど
貝
し
て
国
漢
文
で
小
説
を
書

い
て
い
た
李
光
沫
に

と

っ
て
は

『開
拓
者
』
の
表
記
の
方
が
自
然
で
あ
り
、
『無
情
』
の
表
記
が
む
し
ろ
例
外
だ

っ
た
。
問
題
に
す
べ
き
は
、
李
光
沫
が

『無

情
』
に
お
い
て
取

っ
た

「瞬
間
的
」
で

「偶
然
」
に
見
え
る
行
動
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
何
か
特
別
の
要
因
が
働

い
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。

第

２
章
　
李
光
沫

の
表
記
変
更

１
　
「嘉
実
」

次
買
の

［表
］
は
、
李
光
沫
が
中
学
時
代
か
ら

『無
情
』
連
載
前
後
ま
で
に
朝
鮮
語
で
書

い
た
小
説

・
詩

・
紀
行
文

・
随
筆

・
翻

訳
作
品
を

一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

『無
情
』
以
前
の
李
光
沫
は
、
一
九

一
二
年
と

一
四
年
に
発
表
し
た
四
点
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
著
作
を
国
漢
文
で
書

い
て
い
る
。

実
は
、
こ
の
四
点
も
李
光
沫
自
身
の
選
択
に
よ
っ
て
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
。
『瑠
号
引

痢
こ
≡

（黒
坊

の
悲
し
み
と

は
新
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
の

一
冊
と
し
て
、
樫
南
善
の
方
針
で
ハ
ン
グ
ル
表
記
し
た
も
の
だ

っ
た
。
翌
年
、
李
光

沫
は
シ
ベ
リ
ア
の
チ
ク
に
滞
在
し
、
在
露
朝
鮮
人
の
新
聞

『大
韓
人
正
教
報
』
を
編
集
し
た
が
、
こ
の
新
聞
の
方
針
と
石
版
印
刷
と

い
う
技
術
的
な
制
約
の
た
め
に

ハ
ン
グ
ル
で
書
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
赳
。
ま
た
ヽ
こ
の
こ
ろ

『牛
呵
告

上
呵

（子
ど
も
よ
、
ご
ら

ん
）
』
に
載
せ
た
朴
趾
源
の
許
生
伝

の
翻
訳
童
話

「叫
科
書

アー
せ
せ
呵
三

せ

州
付
書

二
晶
三
Ｓ
「毬

引
利
翌

（墨
積
洞
の
貧
乏
両

（門
）

班
と
し
て
世
間
を
驚
か
し
た
許
生
員
と

の
ハ
ン
グ
ル
表
記
も
や
は
り
樫
南
善
の
編
集
方
針
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
に
も
ど

っ
た
李
光
沫
は
、
ま
た
も
や
回
漢
文
で
書
き
は
じ
め
た
。
東
京
留
学
す
る
前
に
書
い
た

「金
鏡
」
も
、
東
京
で
書
い
た

「ュ
引
▲
叫

会
せ

（ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
と

も
、
『無
情
』
の
連
載
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
書
い
た
二
つ
の
短
編

「少
年
引

悲
哀
」
「ヂ
光
浩
」
「街
径
」

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）
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[表]李 光添の著作と表記

掲載午ナJ

1908年H月

1909年12月

1 9 1 0 4 モ2月

3ア
.3

4月

5月

6月

8月

1913年2月

1914年6月

l ( ' 1 5 年1月

t ! ) !

1916年 3月

10 1 7年1月～ 6) l

()月

7)|

9月

llナ」～ 3月

l tサ1 8年4ナ]

十〕)」

掲載誌/紙

『太瓶学報』第26号

『大韓興学報』第9号

F少年』第 3年 第 2巻

『人韓興学報』第11号

『少イ■』第 3 :々第‖巻

『大韓興学報』第12号

F少年』第3午 第5巻

『少年』第 3午i第1,巻

『少年』第 3年 第8巻

漸文館

『大韓人耐:教報』第Hケj‐

『。|。||:上。l』第10号

『ス‖蔓』第15ぢ

『青春』第 3号

『青春』第4塔ム

「八‖理』第lt;|ナ

「青春』第6号

『亭之光』第ば'テ

「毎日中報』

『青春』 8'ナ

『青春』第9号

『青春』第1()号

『毎1司中報』

『青春』第13ケ

『青春』第12ケチ

作『1

「血涙J

「海参威二付」

「沈欺嘲美J

「金鏡」

「OlマJ tt Oll刀|」

「ユごlAI】|★寸」

『無情』

「少年pl悲衷」

「引キ!双qlン‖(第1 2信 )J

「引平!或剣1可|(第 3信 )J

『開拓者』

「13光浩|

「街偉J

ジャ ンル 表記

「獄中豪傑J

「引マt犠糾:(■ )J

「無情J

「Olマ1犠牲 (中)」

「キこ‖英雄J

「無情 (績)」

「Ol迎犠招:(下 )J

十子」

「献身者J

『召子p‖付モ』

「ス|ストpl脊 引J

「と十叫き Ltlし卜十 官手J

「叫呑|や:ントせせolユ 章!
付1廿き モ叫壬叫註 31

摺赳J

「言ギ4pl口‖毬」

「八‖。|。l J

「l i海村 (第一信)J

「瑠 Lに1理」

「十二海村 (第二七信)」

に許rli十導 (と)ぐ!キ子大十J

「叫1企斗 ノ‖J

「毬ユ芋」

「叫十全翌」

「4:活難J

翻訳

詩

翻訳

小説

翻訳

散文詩

小説

翻訳

言寺

随筆

翻訳

随筆

言守

翻Jく

「1漢

卜1漢

際17莫

卜1漫

lLI漢

同漢

同漢

国漢

同漢

区1漢

【!寸

註吉

言とき

き予

堂話

言寺

糸己そ子】て

言寺

洛t!行文

散文詩

随筆

言寺

言寺

言寺

杵己イ子文

随筆

小説

言寺

小説

小説

小説

小説

小説

小説

」ヽ言地

小説

口漠

同湛

|¬,実

lfrl漠

ほ1漢

同漢

田漢

llxl漢

田漠

田漢

固漢

同,兎

「ヨ漠

1対漠

回漠

章!f

同漠

田漢

円濃

卜十漢

1玉l漢

卜1漢

も
、
『無
情
』
の
執
筆
を
終
え
た
あ
と
書
い
た
書
勃
体
小
説

「ｑ
毬

或
引
刻

（幼
き
友

（抑
）

い

る

。

金

」
も
、
す
べ
て
国
漢
文

で
書
か
れ
て

こ
う
し
て
見
る
と
、
『無
情
』
だ
け
が
例
外
的
に
ハ
ン
グ
ル
小
説
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
不
自
然
で
あ
る
。
金
栄
敏
も
こ
の

点
に
注
目
し
て
、
註
に
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

李
光
添
は

『無
情
』
以
前
に

ハ
ン
グ
ル
の
文
章
を
発
表
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
英
来
に
関
す
る
原
稿
も
当
然
、
国
漢
文
で

書

い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
国
漢
文
の

『無
情
』
を

ハ
ン
グ
ル
文
に
変
え
た
人
物
は
誰
な
の
か
。
そ
れ
が

『毎
日
申
報
』

内
部
の
別

の
筆
者
だ
と
い
う
仮
説
も
可
能
で
あ
る
。

も
と
も
と
国
漢
文
で
書
か
れ
た

『無
情
』
を
李
光
沫
以
外
の
人
物
が
国
文
表
記
に
変
え
た
と
い
う
大
胆
な
仮
説
で
あ
る
。
だ
が
金

栄
敏
は
す
ぐ
に
こ
の
仮
説
を
撤
回
し
、
「
ほ
か
な
ら
ぬ
李
光
沫
」
が
自
ら
表
記
を
変
更
し
た
の
だ
と
結
論
づ
け
る
。
そ
の
根
拠
は

一

九
二
〇
年

一
月
の

『別
乾
坤
』
に
掲
載
さ
れ
た

「作
家
と
し
て
見
た
文
壇
の
十
年
」
の
な
か
に
あ
る
李
光
添
の
回
顧
で
あ
る
。

〓
利
三

辞
己計
理
，
ユ

嘲
剣

次
引

大
概

古
文
健
奴
ユ

引
升

園
文
撻
王

水
一刀
と

つ
い
て
言
え
ば
、
当
時
の
も
の
は
た
い
が
い
古
文
体
で
、
私
が
国
文
体
で
書
い
た
の
は

「古
文
健
」
は
国
漢
文
、
「囲
文
健
」
は
ハ
ン
グ
ル
文
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

「～
の
よ
う
な
気
が
す
る

（突

沓
叶
こ

と
い
う

の
は
、
自
分
が
と
っ
た
行
動
を
述
べ
る
に
し
て
は
曖
味
な
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『無
情
』
の
執
筆
は
李
光
沫
の
生
涯
に
お
い

て
重
大
な
出
来
事
だ
っ
た
か
ら
、
彼
は
何
度
か
こ
の
時
期
を
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
六
年
後
に
書
い
た

「多
難
毬

半
生
剣
途
程
」

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
日
野
節
子
）

〈手
召
〉早
理

宍

弁
Ｅ舎
叫
叶
。
（文
体
に

『無
情
』
か
ら
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
）

○
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（第
二
百
三
十
六
輯
）

一
二

で
も
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に

「英
来
に
関
す
る
原
稿
」
を
も
と
に

『無
情
』
の
前
半
を
書

い
て
送

っ
た
こ
と
を
非
常
に
具
体
的
に

回
想
し
て
い
る
。
た
だ
し
表
記
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
李
光
添
の
回
想
の
な
か
で

『無
情
』
の
表
記
に
関
す
る
言
及
が
あ

る
の
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
金
栄
敏
が
引
用
し
た

一
九
二
〇
年

の
文
章
だ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
最
近
、
李
光
沫
自
身
が
、
上
海
か
ら
帰

っ
た
あ
と
初
め
て
純

ハ
ン
グ
ル
文
で
小
説
を
書
く
よ
う
に
な

っ
た
と
明

言
し
て
い
る
資
料
を
発
見
し
た
。　
一
九
二

一
年
に
上
海
か
ら
朝
鮮
に
も
ど

っ
た
李
光
沫
は
、
発
表

の
あ
て
が
な
い
ま
ま

ハ
ン
グ
ル
小

説

「嘉
実
」
を
書
き
、
二
二
年
二
月
に

「Ｙ
生
」
と
い
う
匿
名
で

『東
亜
日
報
』
に
発
表
し
て
か
ら
、
そ
の
年

、
○
月
に
こ
の
作
品

を
入
れ
て

『春
園
短
篇
小
説
集
』
を
興
文
堂
か
ら
刊
行
し
た
。
そ
の
序
文
で
李
光
沫
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、

こ
の
事
実
に
最
初
に
注
目
し
て
日
本
に
紹
介
し
た
の
は
金
史
良
で
あ
る
。
下
記
で
は

一
部
を
の
ぞ
い
て
彼
の
訳
文
を
用
い
る
①

「升
但
～
亡
或
な
引

手
舎

州
三
〓

試
験
〓

剖

上
上
辞

ユ

生
」
宍
呵
豊

「刀
号
毬
呵
引

千
書
」
「を
正
朴
」
ご
」毬
」
罫
岳
エ

丘

「升
裡
モ
百
埜
毬

態
度
吾

空
封

牛
引
毬

宍
呵
叶
。
　
ユ

態
度
せ

手
択
呵

し十
ｏ
「■
手
埜
号

瑠
刻
、
毬
き
せ

牛
■
引
咽

上
こ

ネＴ
奴
刻
、
引
」ご
杢
引
せ

二
〓
一理

せ

キ

ＯＩ輪
制
、
ユ
引
計

ユ

正
キ
≡

辞
垢
ず
針
「
毬

朴
守
丘

理
解
書

千

ｏｌ鈴
制
、
ユ
引

ユ
ニ

漬
者
引
刻

道
徳
的
三
二

十
三
己
せ
利

讐
刻

夕
一■
」
計
モ

次
呵
奴
叶
。
／
叫
と

せ
電

小
就
呵
叫

詩
号

叫

舎

機
含
オ

蚊
叶
計

理

呵

態
度
言

空
利

牛
「
計
毬
叶
。

翁
嘉
実
」
は
、
私
と
し
て
は
何
か
新
し
い
試
み
を
し
よ
う
と
思

っ
て
書

い
た
も
の
で
、
「偉
人
の
死
」
「殉
教
者
」
「婚
姻
」
「お

婆
さ
ん
」
も
こ
の

「嘉
実
」
を
書

い
た
態
度
と
変
わ

っ
て
い
な
い
。
―
以
下
、
金
史
良
の
訳
文
―
な
る
べ
く
讀
み
易
く
、
諺
文

を
知

っ
て
ゐ
る
人
な
ら
、
誰
に
で
も
讀
め
る
や
う
に
、
讀
ん
で
ゐ
る
人
の
曹
を
聞

い
た
ゞ
け
で
も
分
か
る
や
う
に
、
そ
し
て
教

育
を
受
け
な
い
人
に
で
も
理
解
出
来
得
る
や
う
に
、
そ
し
て
讀
者
に
道
徳
的
に
害
を
興

へ
な
い
や
う
に
書
き
始
め
た
最
初

の
作

品
が
、
こ
の

「嘉
賃
」
で
あ
る
。
／
僕
が
若
し
今
後
小
説
や
詩
を
も

つ
と
書
く
機
會
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
態
度
は
愛

へ
な

い
つ
も
り
だ
）

「新
し
い
試
み
」
と
し
て

「嘉
実
」
を

「諺
文
」
で
書

い
た
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ
以
前
に
は
、
少
な
く
と
も
意
識
的
に
は

ハ
ン

グ
ル
だ
け
で
小
説
を
書

い
て
は
い
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
李
光
添
は
上
海
か
ら
も
ど

っ
た
あ
と
初
め
て
、
「
ハ
ン
グ
ル
し

か
知
ら
な
い
人
」
や

「教
育
を
受
け
て
な
い
人
」
た
ち
を
小
説
の
読
者
と
し
て
想
定
し
、
知
識
人
の
表
記
で
あ
る
国
漢
文
を
棄
て
て

ハ
ン
グ
ル
表
記
を
選
択
し
た
わ
け
で
あ
る
。
「嘉
実
」
こ
そ
、
李
光
沫
が
は
じ
め
て
純

ハ
ン
グ
ル
文
で
書

い
た
小
説
だ

っ
た
。

金
史
良
は

一
九
二
九
年

の

『
モ
ダ

ン
ロ
本

朝
鮮
版
』
に
、
李
光
沫
の

「無
明
」
を
翻
訳
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
と
き
に
底

興
文
堂
の

『春
園
短
篇
小
説
集
皆
Ｔ
わ
り
■
そ
れ
で
こ

の
序
文
に
接
し
た
の
だ
ろ
う
。
金
史
良
が
翻
訳
し
た

盃
小明
」

に
よ

っ
て
李
光
沫
が
翌
年
第

一
回
朝
鮮
芸
術
賞
を
受
賞
す
る
と
、
モ
ダ

ン
ロ
本
社
は

『李
光
沫
短
篇
集

嘉
実
』
と

『愛
』
の
前

・

後
篇
、
そ
し
て

『有
情
』
を
次
々
と
刊
行
し
た
の
『李
光
沫
短
篇
集

嘉
実
』
に
は
興
文
堂
の

『春
園
短
篇
小
説
集
』
に
収
録
さ
れ
て

い
た

「嘉
実
」
　

　

　

　

　

　

あ
士
窟
が
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
末
に
つ
け
ら
れ
た

「紹
介
と
解
説
」
は
無
記
名
だ
が
金
史

良
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「嘉
実
」
の
解
説
の
部
分
で
彼
は
、
「も
う

一
つ
讀
者
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の

ヨ
暑
賃
」

一
篇
を
書
く
に
際
し
て
は
、
作
者
は
、
特
別
な
気
組
を
見
せ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
ま
で
、
小
説
の
中
に
書

い
て

（釘
）

ゐ
た
漢
文
交
り
を

一
切
廃
止
し
て
、
純
諺
文
で
誰
に
も
分
り
易
く
書
き
始
め
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
と
高
く
評
価
し
て
、
先
の
序

文
を
日
本
語
に
訳
し
て
引
用
し
て
い
る
。　
一
九

一
七
年
に

『毎
日
申
報
』
で
発
表
さ
れ
た

『無
情
』
が
純

ハ
ン
グ
ル
文
で
あ

っ
た
こ

と
を
金
史
良
が
知
ら
な
か

っ
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
は

『無
情
』
の
時
代
の
文
学
史
的
事
実
が
ま
だ
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
李
光
沫
は
、
な
ぜ

「嘉
実
」
か
ら
あ
と
、
小
説
を
純

ハ
ン
グ
ル
文
で
書
く
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
当

然
、
土
海
で
の
二
年
間
の
体
験
が
関
係
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。　
一
九

一
九
年
に
上
海
に
亡
命
し
た
李
光
沫
は
、
上
海
臨
時
政
府

の

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
出
野
節
子
）

十
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一
四

樹
立
に
参
加
し

『独
立
新
聞
』
の
社
長
を
務
め
る
が
、
や
が
て
臨
時
政
府
に
失
望
し
、
安
呂
浩
の
興
士
団
思
想
を
国
内
で
実
行
し
よ

う
と
決
意
し
て

一
九
二

一
年
春
に
帰
国
す
る
。
彼
が
帰
国
を
決
意
し
た
最
大
の
理
由
は
、
朝
鮮
民
衆
と
切
り
離
さ
れ
た
国
外
に
お
い

て
実
力
養
成
運
動
は
で
き
な
い
と
考
え
た
か
ら
だ

っ
た
。
李
光
沫
は
帰
回
し
た
年
の

一
一
月
に

『民
族
改
造
論
』
を
書
き
、
翌
年
二

月
に
修
養
同
盟
会
を
発
足
さ
せ
る
。
「嘉
賃
」
を
書

い
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

新
羅
人
の
嘉
実
は
、
戦
場
で
は
勇
気
を
持

っ
て
戦
い
、
奴
隷
に
な
れ
ば
ま
じ
め
に
働

い
て
主
人
の
家
を
豊
か
に
し
、　
つ
ね
に
周
囲

の
清
潔
を
保
ち
、
最
後
は
待

っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
知
れ
ぬ
恋
人
と
の
約
束
を
守
る
た
め
に
新
羅
に
旅
立

つ
。
ま
さ
に

「民
族
改
造

論
」
で
李
光
沫
が
主
張
し
た
理
想
の
人
間
像
を
小
説
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
民
衆
と
と
も
に
い
る
こ
と
を
選
ん
で
上
海
か
ら
戻

っ
て

き
た
李
光
沫
が
国
漢
文
を
読
め
な
い
民
衆
の
た
め
に
小
説
の
表
記
を
純

ハ
ン
グ
ル
に
し
た
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。

結
果
的
に
、
李
光
沫
の
こ
の
選
択
は
時
代
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。　
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
文
化
統
治
に
よ
っ
て
出
版

が
許
容
さ
れ
て
小
説
が
大
量
に
書
か
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
次
第
に
完
全
な
純

ハ
ン
グ
ル
表
記

へ
と
向
か
っ
て
い
く
①

２
　
中
村
健
太
郎

こ
う
し
て
み
る
と
、
『無
情
』
に
お
い
て
李
光
沫
が
意
識
的
に
ハ
ン
グ
ル
表
記
を
選
び
取

っ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、
反
対
に

「
毎
日
申
報
』
の
内
部
の
別
の
筆
者
」
が
国
漢
文
だ

っ
た

『無
情
』
を

ハ
ン
グ
ル
表
記
に
変
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
金
栄
敏
の

仮
説
は
信
憑
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ

『毎
日
申
報
』
に
は
編
集
局
長
の
ポ
ス
ト
は
な
く
、
か
わ
り
に
中
村
健
太
郎
と

い
う
人
物
が

「編
集
局
長
格
」
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
連
載
開
始
の
直
前
に
表
記
を
変
更
す
る
よ
う
な
権
限
を
持

っ
て
い
た
人
物

は
こ
の
中
村
健
太
郎
し
か
い
な
い
。
李
光
沫
は

一
九
二
六
年
に
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

当
時
、
毎
日
申
報
で
は
中
村
健
太
郎
氏
が
編
集
長
格
で
、
鮮
子
日
、
李
相
協
氏
な
ど
が
い
た
と
記
憶
す
る
。
朝
鮮
で
新
聞
に

創
作
小
説
を
連
載
す
る
こ
と
を
初
め
て
断
行
す
る
に
は
大
き
な
躊
陪
が
あ

た
る
目
的
に
し
て
、

こ
の
よ
う
な
冒
険
を
敢
行
し
た
の
で
は
な
い
か
と

あ
る
。
（傍
点
は
引
用
者
）

っ
た
と
思
う
①
多
分
、
私
の
学
費
を
送
る
こ
と
を
主

、
毎
申
当
局
者
諸
氏
の
好
意
に
感
謝
す
る
次
第
で

一
九

一
六
年
、
早
稲
田
大
学
の
予
科
を
修
了
し
て
故
郷
で
夏
を
過
ご
し
た
李
光
沫
は
、
大
学
に
進
学
す
る
た
め
東
京
に
も
ど
る
途

中
、
京
城
に
立
ち
寄

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
李
光
添
は
金
性
沫
か
ら
学
資
援
助
を
受
け
て
い
た
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
お
こ
っ

た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
そ
の
金
額
で
は
勉
学
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
京
城
日
報
社
の
記
者
を
し
て
い
た

⌒Ｍ
）

友
人
の
沈
友
里
は
李
光
添
の
学
資
不
足
を
心
配
し
、
朝
鮮
人
学
生
の
援
助
を
行
な

っ
て
い
た
社
長
の
阿
部
充
家
に
彼
を
紹
介
す
る
。

阿
部
社
長
は

『毎
日
申
報
』
の

「編
集
局
長
格
」
だ

っ
た
中
村
健
太
郎
に
、
李
光
沫
に
何
か
を
書
か
せ
て
原
稿
料
を
学
資
と
し
て
送

る
よ
う
指
示
し
た
の
だ
ろ
う
。
九
月
八
日
の

『毎
日
申
報
』
に
載

っ
た
李
光
沫
の
漢
詩

「贈
三
笑
居
士
―
東
上
途
中
引
村
」
は

「南

渓
幽
屋
始
逢
君
」
（南
を
流
れ
る
川
辺
の
つ
つ
ま
し
い
家
で
初
め
て
君
に
会
う
）
で
始
ま

っ
て
お
り
、
李
光
沫
が
東
京
に
発

つ
前
に

中
村
の
家
を
訪
れ
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
三
笑
は
中
村
の
号
で
あ
る
。
こ
う
し
て
李
光
沫
の
論
説
が
九
月
下

旬
か
ら

『毎
日
申
報
』
に
載
る
こ
と
に
な

っ
た
。

中
村
健
太
郎

（
一
八
八
二
～

一
九
六
九
）
は
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
の
は
ざ
ま
の

一
八
九
九
年
に
熊
本
県
留
学
生
と
し
て
朝
鮮
に

渡
り
、
そ
の
後
、
京
釜
鉄
道

の
社
員
、
『漢
城
新
報
』
の
記
者
、
統
監
府

の
新
聞
検
関
係
り
を
経
て
、
徳
富
蘇
峰
の
誘

い
で
京
城
日

報
社
に
入
社
し

『毎
日
申
報
』
を

「ｉ
宰
」
し
た
。
彼
は
朝
鮮
語
に
堪
能
で
朝
鮮
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
た
か
ら
、
『青
春
』
と

『寧

之
光
』
に
論
説
や
小
説
を
発
表
し
て
い
た
李
光
沫
の
名
前
を
知

っ
て
い
た
可
能
性
は
高

い
。
し
か
し
李
光
沫
に
新
聞
小
説
を
書
か
せ

て
み
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
本
人
か
ら
そ
の
希
望
を
聞
か
さ
れ
た
た
め
だ
と
推
測
す
る
。
李
光
沫
は
中
村
に
国
漢
文
の
書
勃
体
小
説

を
書

い
て
い
る
こ
と
を
話
し
、
そ
の
原
稿
を
実
際
に
見
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
『無
情
』
は

「諺
漢
交
用
書
吻

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
出
野
節
子
）
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文
樫
」
で
書
か
れ
る
と
い
う
具
体
的
な
予
告
が

『毎
日
申
報
』
に
出
た
理
由

の
説
明
が
つ
か
な
い
。
そ
れ
に
長
編
を
書

い
た
こ
と
が

な
い
学
生
に
新
年
小
説
の
連
載
を
依
頼
す
る
と
い
う

「冒
険
」
は
、
本
人
か
ら
希
望
が
あ
り
、
あ
る
程
度

の
準
備
も
で
き
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
う
え
で
な
く
て
は
、
責
任
上
、
中
村
も

「敢
行
」
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

中
村
は
、
『毎
日
申
報
』
に
載
せ
た
李
光
沫
の
論
説
が
知
識
青
年
か
ら
人
気
を
得
て
い
る
の
を
見
て
、
小
説
を
書
か
せ
て
み
よ
う

と
考
え
た
。
新
聞
の
ハ
ン
グ
ル
小
説
を
読
ま
な
い
知
識
青
年
た
ち
も
、
『寧
之
光
』
や

『青
春
』
の
国
漢
文
小
説
は
読
ん
で
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
知
識
人
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
李
光
沫
に
小
説
連
載
を
依
頼
し
た
時
点
で
は
、
中
村
は
国
漢
文
小
説
を
想
定

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
年
末
に
屈
い
た
原
稿
は
、
前
に
見
た
よ
う
な
書
物
体
小
説
で
こ
そ
な
か

っ
た
が
、
国
漢
文
で
書

か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
見
た
中
村
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
字
で
埋
ま

っ
た
小
説
を
半
年
も
連
載
し
た
ら
、
よ
う
や
く
獲
得

し
た
大
衆
読
者
ま
で
失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
に
捉
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
作
者
と
連
絡
を
と
る
時
間
的
な
余
裕

が
な
い
ま
ま
、
学
資
援
助
の
た
め
に
書
か
せ
て
や

っ
て
い
る
学
生
の
原
稿
だ
と
い
う
安
易
な
気
持
で
、
表
記
を

ハ
ン
グ
ル
に
替
え
る

よ
う
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
指
示
し
た
と
、
こ
の
よ
う
に
筆
者
は
推
測
す
る
。

『無
情
』
が
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
る
と
、
中
村
は
今
度
は
李
光
沫
に
朝
鮮
半
島
南
部
を
旅
行
さ
せ
て

『毎
日
申
報
』
に
国
漢
文

旅
行
記

『五
道
踏
破
旅
行
』
を
連
載
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
り
李
光
沫
の
名
声
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
、
知
識
人
読
者
の
取
り
こ
み
を

確
同
た
る
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
、
次
の

『開
拓
者
』
で
は
李
光
沫
が
書

い
た
国
漢
文
の
ま
ま
で
連
載
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
ろ

の
中
村
と
李
光
添
の
力
関
係
は
、
李
光
沫
が

『京
城
日
報
』
に
連
載
し
た
日
本
語
版

『
五
道
踏
破
旅
行
』
の
リ
ラ
イ
ト
の
件
に
も
現

わ
れ
て
い
る
。
連
載
の
最
初

の
五
回
は
、
編
集
局
が
李
光
沫
の
朝
鮮
語
原
稿
を
日
本
語
で
リ
ラ
イ
ト
し
て

（翻
訳
で
は
な
い
）
、
「李

光
沫
」
の
名
前
で
掲
載
し
た
も
の
だ

っ
た
。
こ
れ
を
行
な

っ
た
の
も
中
村
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
村
健
太
郎
の
国
に
映

っ
た
当
時

の
李
光
添
は
、
学
資
の
た
め
に
原
稿
を
送

っ
て
く
る
貧
し
い
朝
鮮
人
留
学
生
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

３
　
回
想
し
な
い
理
由

と
は
い
え
、
以
上
は
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
推
測
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
李
光
沫
は

『無
情
』
の
表
記
の
変
更
に
つ
い
て

回
想
を
残
し
て
い
な
い
の
で
、
す
べ
て
は
推
測
の
域
に
留
ま
る
し
か
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
状
況
か
ら
見
て
、
李
光

添
が

『無
情
』
を
国
漢
文
で
書
き
、
そ
れ
を
新
聞
社
が

ハ
ン
グ
ル
文
に
直
し
た
可
能
性
は
非
常
に
高

い
と
考
え
る
。
で
は
、
こ
の
推

測
が
も
し
正
し
か

っ
た
と
す
る
な
ら
、
な
ぜ
李
光
沫
は
こ
の
こ
と
を
回
想
記
に
書

い
て
い
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
李
光
沫
が
実
際
に

『無
情
』
を
、
少
な
く
と
も
そ
の
後
半
は

ハ
ン
グ
ル
で
書

い
た
こ
と
で
あ
る
。
前
半

が

ハ
ン
グ
ル
表
記
に
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
た
以
上
、
そ
の
続
き
を
彼
は
最
初
か
ら

ハ
ン
グ
ル
で
書

い
た
は
ず
で
あ
る
。
「私
が
国
文
体

で
書
く
の
は

『無
情
』
か
ら
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
い
う
回
顧
の
曖
味
さ
は
、
そ
こ
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
国
漢
文
で
書

か
れ
た
前
半
と

ハ
ン
グ
ル
文
で
書
か
れ
た
後
半
の
文
体
の
比
較
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
表
記
の
変
更
が
李
光
沫
に
と

っ
て
回
想
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
新
聞
社
が
自
分
に
黙

っ
て
勝
手
に
表
記
を
変
え
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
る
か
不
快
を
感
じ
て
い
た
ら
、
李
光
沫
も
何
ら
か
の
回

想
を
残
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
彼
は
こ
の
変
更
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
彼
は
、
窪
南
善
の
新
文

館
発
刊
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
の
方
針
に
従

っ
て

『黒
坊
の
悲
し
み
』
を
純

ハ
ン
グ
ル
文
で
書

い
て
い
た
し
、
『
ア
イ
ド
ル

ボ
イ
』
に
発
表

し
た
童
話

「墨
積
洞
の
貧
乏
両
班
と
し
て
世
間
を
驚
か
し
た
許
生
員
」
は
同
誌

の
他
作
品
に
合
わ
せ
て
、
純

ハ
ン
グ
ル
文

の

「人
百

叫
叫
」
体
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
樫
南
善
に
よ
っ
て
表
記
や
文
体
が
変
え
ら
れ
た
可
能
性
も
完
全
に
否
定
は
で
き
な
い
。
そ
し

て
ロ
シ
ア
で
は
技
術
的
な
制
約
の
た
め
に
論
説
ま
で
ハ
ン
グ
ル
で
書

い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を
持

っ
て
い
た
李
光
沫
に
と

っ
て
、

外
部
の
事
情
に
よ
っ
て
表
記
を
変
え
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
重
大
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
の
は
、
表
記
を
変
更
さ
れ
て
も
問
題
が
生
じ
な
い
と
い
う
自
信
で
あ
る
。
李
光
沫
は
漢
字
語
を

ハ
ン
グ

ル
表
記
に
変
更
し
て
も
自
分
の
小
説
の
理
解
に
支
障
が
な
い
こ
と
に
自
信
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
重
大
に
感
じ
な
い
で
い
ら
れ
た
の
で

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）
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あ
る
。
実
際
、
「京
城
学
校

英
語
教
師

李
亨
植
善

午
後

手
時

四
年
級

英
語

時
間
書

ロー
封
ユ

嘲
引
二
引
と

六
月

湖
亡剣

せ
書

三
己

引
毬
村

安
洞

金
長
老
嘲

「
日
立
三

を
叶

（京
城
学
校

の
英
語
教
師
李
亨
植
は
午
後
二
時
に
四
年
生
の
英
語
の
時
間
を
終
え
、
降
り

そ
そ
ぐ
六
月
の
陽
ざ
し
に
汗
を
流
し
な
が
ら
、
安
洞
に
あ
る
金
長
老
の
屋
敦
に
向

っ
て
い
る
と

と
い
う
国
漢
文
は

「君
樹
計
ユ

瑠

ｑ
ユ
朴

引
瑠
対
旦
」
阜
子

手
村

朴
屯
舌

瑠
ｑ

村
な
書

ロー
封
ユ

嘲
引
埜
ｄ
と

キ
電

ゼ
引

せ
書

喜
引
理
村

せ
号

召
な
三
引

召
豊

三

を
叶
」
と

ハ
ン
グ
ル
表
記
さ
れ
て
も
問
題
が
生
じ
な
い
レ
ベ
ル
の
朝
鮮
語
文
で
あ

っ
た
。
朴
珍
英
は

『開
拓
者
』
の
国
漢
文
を

取
り
上
げ
て
、
「完
全
に
韓
国
語
文
章
の
統
辞
構
造
に
依

っ
て
お
り
、
た
ん
に
表
記
文
字
と
し
て
漢
字
を
選
択
し
た
だ
け
で
あ

っ
て
、

こ
れ
を
純

ハ
ン
グ
ル
表
記
に
換
え
て
も
意
味
や
文
脈
に
違

い
が
生
じ
る
余
地
は
ま

っ
た
く
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

『無

情
』
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
『無
情
』
に
お
い
て
は
近
代
的
文
体
が
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
た
た
め
に
表
記
の
変
更
は
李
光

沫
に
と

っ
て
大
き
な
意
味
を
も
た
ず
、
そ
れ
ゆ
え
回
想
さ
れ
な
い
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第

３
章
　
李
光
沫

の
表
記
と
文
体

１
　
表
記
と
文
体
に
関
す
る
論
説

そ
れ
で
は
、
こ
の
こ
ろ
の
李
光
沫
は
表
記
と
文
体
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
『無
情
』
を
書
く
以
前
に

李
光
沫
は
表
記
と
文
体
に
関
す
る
論
説
を
三

つ
書

い
て
い
る
。　
一
九
〇
八
年

の

「国
文
升

漢
文
引

過
渡
時
代
」
、

一
九

一
〇
年

の

「今
日
我
韓
用
文
剣

封
計
牛
」
、
そ
し
て

一
九

一
六
年
の

「文
字
呵
せ

何
豊
」
で
あ
る
。

明
治
学
院
四
年
生
の
と
き

『太
極
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た

「国
文
と
漢
文
の
過
渡
時
代
」
は
李
光
沫
の
活
字
化
さ
れ
た
最
初

の
文

章
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
彼
は
、
国
民
の
精
髄
で
あ
る
国
語
を
他
国
の
文
字
で
あ
る
漢
字
に
よ
っ
て
表
記
し
た
こ
と
が
今
日
の
大
韓

帝
国
の
惨
状
を
招

い
た
と
し
て
、
漢
文
を
全
廃
し
て
国
文
だ
け
で
書
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
国
文
の
み
で
書
こ
う
と
い
う
主
張

を
国
漢
文
で
書
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
当
時
の
表
記
の
状
況
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
李
光
沫
に
は
ま
だ

創
作
経
験
が
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
論
説
は
周
囲
の
論
調
の
影
響

の
も
と
で
書
か
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
が
、
李
光
沫
が
文
章
行
為
の

最
初
か
ら
表
記
に
関
心
を
抱
き
、
ま
た
民
族
意
識
に
根
差
し
た

ハ
ン
グ
ル
表
記
の
志
向
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
〇
九
年
末
か
ら
旺
盛
な
創
作
活
動
を
始
め
た
李
光
沫
は
、
日
韓
併
合
の
前
月
、
宮
五
城
新
聞
』
に

天
フ
日
我
韓
用
文
に
つ
い
て
」

と
い
う
論
説
を
発
表
し
、
こ
の
な
か
で

「純
国
文
か
、
国
漢
文
か
」
と
問
い
か
け
て
、
自
分
と
し
て
は
純
国
文
で
書
き
た
い
し
、
無

理
す
れ
ば
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
は
困
難
が
あ
ま
り
に
多

い
う
え
、　
ハ
ン
グ
ル
だ
け
で
表
記
す
る
と

「新
知
識
の
輸

入
を
温
害
」
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
て
、
い
ま
は
国
漢
文
で
書
こ
う
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
彼
が
主
張

す
る
国
漢
文
は
、
現
在
横
行
し
て
い
る

「漢
文
に

ハ
ン
グ
ル
で
送
り
仮
名
を

つ
け
た
」
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
「回

有
名
詞
」
お
よ
び

「漢
文
に
由
来
す
る
名
詞

・
形
容
詞

・
動
詞
」
な
ど
、

ハ
ン
グ
ル
で
は
書
け
な
い
も
の
だ
け
を
漢
字
に
し
た
国
漢

（鳴
）

文
で
あ
る
。
当
時

一
八
歳

の
李
光
沫
は
、
と
り
あ
え
ず
国
漢
文
で
書
き
な
が
ら

ハ
ン
グ
ル
で
表
現
で
き
る
領
域
を
広
げ
て
い
く
と
い

う
現
実
的
な
選
択
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
主
張
ど
お
り
彼
は
こ
の
あ
と
文
章
鍛
錬
を

つ
づ
け
、
『無
情
』
に
至
る
文
体
を
完

成
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

『無
情
』
を
書
き
は
じ
め
る
前

の
月
に
発
表
し
た

「文
学
と
は
何
か
」
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「表
記
」
と

「文
体
」
と
が
分
け
て

（
４４
）

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
李
光
沫
は
、
朝
鮮
の
小
説
に
も
最
近
は

「純
国
文
」
と

「純
現
代
語
」
が
使
わ
れ
て
い
て
喜
ば
し

い
と
書

い
て
い
る
が
、
こ
の

「純
国
文
」
は

ハ
ン
グ
ル
表
記
、
「純
現
代
語
」
は
言
文

一
致
体
を
意
味
し
て
い
る
。
李
光
沫
は

「国

漢
文
を
用
い
る
と
し
て
も
、
話
す
が
ご
と
く
最
も
平
易
に
最
も
日
用
語
ら
し
く
す
べ
し
」
、
す
な
わ
ち

「表
記
」
は
国
漢
文
で
あ

っ

て
も

「文
体
」
は
言
文

一
致
体
に
す
る
よ
う
に
と
主
張
し
、
「日
本
文

の
変
遷
を
見
て
も
、
山
田
美
妙
が
三
十
年
余
り
前
に
言
文

一

致
体
を
主
唱
し
て
以
来
、
文
学
的
な
作
品
は
も
ち
ろ
ん
科
学

・
政
治

・
論
文
等
に
い
た
る
ま
で
純
現
代
語
を
採
用
す
る
よ
う
に
な

⌒布
）

っ
た
」
と
、
山
田
美
妙
の
言
文

一
致
体
の
主
張
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。

山
田
美
妙
が
提
唱
し
た
言
文

一
致
体
は
も
ち
ろ
ん
文
体
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
て
表
記
と
は
関
わ
ら
な
い
。
日
本
語
の
表
記
は

一

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）

ノ(九
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二
〇

貫
し
て
国
漢
文
で
あ
る
。
国
漢
文
表
記
の
ま
ま
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

「純
現
代
語
＝
言
文

一
致
体
」
を
採
用
し
て
い
る
日
本
語
の
よ
う

に
、
朝
鮮
語
も
国
漢
文
で
表
記
し
な
が
ら
文
体
を
言
文

一
致
体
に
し
て
い
く
こ
と
を
李
光
添
は
主
張
し
て
い
た
。
「表
記
」
と

「文
体
」

の
う
ち
、
「表
記
」
は
と
り
あ
え
ず
国
漢
文
を
使
用
し
て
漸
進
的
に
純

ハ
ン
グ
ル
文

へ
と
移
行
さ
せ
て
い
き
、

一
方
で

「文
体
」
は

早
急
に
言
文

一
致
体
に
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
『無
情
』
を
書

い
た
こ
ろ
の
李
光
深
の
考
え
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

２
　
李
光
沫
の
表
記
と
文
体

そ
れ
で
は
李
光
沫
が
ど
の
よ
う
な
文
章
を
書
き
な
が
ら

『無
情
』
の
文
体
に
到
達
し
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
ま
で
見
た
よ

う
に

「嘉
実
」
を
書
く
以
前

の
李
光
沫
は
国
漢
文
で
表
記
し
て
い
た
が
、
文
体
に
関
し
て
は
、
最
初
の
文
学
的
な
文
章
で
あ
る

一
九

〇
八
年
の

「血
涙
」
か
ら
す
で
に
言
文

一
致
体
の
方
向

へ
と
踏
み
出
し
、
「引
毬

犠
性
」
で
は
ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

Ｔ
上
辞
」
Ｔ
司
辞
」
Ｔ
呵
辞
」
の
語
尾
は
こ
の
あ
と
も
長
く
彼
の
文
章
に
残

っ
て
お
り
、

こ
こ
で
言
う

「言
文

一
致
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
日
で
見
る
文
字
で
は
な
く
話
す
音
声
を
尊
重
す
る
態
度
で
あ
り
、
自
己
の
内
面
の

声
と
結
び

つ
い
た
声
を
文
章
化
す
る
創
作
態
度
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

「血
涙
」
に
は
ロ
ー
マ
の
奴
隷
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
演
説

と
し
て
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

含
三
叫
、
余
叫
父
母
と
、
何
庭
剣
村
、
余
言
鳥
計
牛
、
泣
計
村
と
升
。
何
庭
引
村
、
余
言
鳥
計
牛
、
所
疇
計
村
■
升
。
天
囲

毬
升
、
人
間
毬
升
、
地
獄
毬
升
。

（中
略
）
余
三
、
計
ｑ
子

破
和
暑

離
別
刻
毬
者
誰
引
、
余
引
催
利
言
剥
奪
毬
者
誰
叫
、
余
引

山
由
言
拘
穴
せ
者
誰
可
、
余
三
、

計
引
吾
忠
魔
引
洲
註
者
誰
上
！

（傍
点
は
引
用
者
）

（悲
し
い
①
余

の
父
母
は
ど
こ
で
余

の
た
め
に
泣
い
て
い
る
の
か
。
ど
こ
で
余

の
た
め
に
祈

っ
て
い
る
の
か
。
天
国
か
、
人
の

間
か
、
地
獄
か
―
中
略
―
余
を
し
て
父
母
と
離
別
せ
し
め
た
者
は
誰
で
、
余

の
権
利
を
剥
奪
し
た
者
は
誰
で
、
余
の
自
由
を
拘

束
し
た
者
は
誰
で
、
余
を
し
て
悪
魔
に
な
ら
し
め
た
も
の
は
誰
か
―
）

国
漢
文
で
書
か
れ
て
い
な
が
ら
、
漢
字

の
向
こ
う
側
か
ら
音
声
が
響

い
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
を
奪
わ
れ
た
孤
児
、
李

光
沫
自
身
の
内
面
の
声
で
も
あ
る
。

（神
）

李
光
沫
は
週
末
ご
と
に
仲
間
た
ち
を
集
め
て
い
ろ
ん
な
話
を
聞
か
せ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
自
分
が
見
た
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

仲
間
た
ち
に
回
述
し
た
う
え
で
筆
記
し
た
こ
と
が
、
彼
の
文
章
の
音
声
化
に
寄
与
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は

ま
だ
文
体
を
創
り
だ
せ
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
た
と
え
ば

「キ
村
と
升
」
と
口
で
言
っ
て
も

「泣
計
村

を
オ
」
と
書
き
、
「手
干
可
」
と
話
し
て
も

「誰
叫
」
と
い
う
日
本
語
風
の
書
き
方
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
同
じ
よ
う
に

日
本
語
に
囲
ま
れ
な
が
ら
創
作
を
始
め
た
金
東
仁
と
比
べ
れ
ば
、
李
光
沫
の
文
章
に
は
不
思
議
な
ほ
ど
日
本
語
の
影
響
が
感
じ
ら
れ

な
い
。
こ
れ
は
、
音
声
に
よ
っ
て
文
章
を
創
る
と
い
う
彼
の
態
度
と
も
関
わ
っ
て
い
る
が
、
屋
敷
か
ら
出
な
い
で
下
層
の
者
と
の
会

話
も
禁
じ
ら
れ
て
幼
年
期
を
過
ご
し
た
金
束
仁
と
違
い
、
故
郷
と
京
城
で
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、
田
舎
で
は
従
妹
た
ち
か
ら
日
伝

の
歌
を
習
っ
た
り
本
を
借
り
て
読
ん
だ
り
し
て
、
朝
鮮
の
情
緒
が
身
に
付
い
て
い
た
こ
と
が
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「血
涙
」
か
ら

一
年
後
に
本
格
的
な
初
期
創
作
期
に
入
っ
た
李
光
沫
の
最
初
の
朝
鮮
語
創
作
、
短
編

「無
情
」
は
、
ま
だ
朝
鮮
語

の
使
用
に
ぎ
こ
ち
な
さ
が
あ
っ
て
硬
直
し
た
印
象
を
与
え
る
が
、
映
画
か
ら
翻
訳
し
た

「ｑ
赳
犠
牲
」
で
は
、
非
常
に
な
め
ら
か
な

文
章
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
こ
の
あ
と
も
翻
訳
は
李
光
添
が
朝
鮮
語
の
文
章
を
練
く
に
あ
た
っ
て
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
。　
一
九

一

三
年
に
新
文
館
か
ら
出
し
た
翻
訳

『黒
坊
の
悲
し
み
』
は
明
治
時
代
に
日
本
で
出
て
い
た
二
つ
の
抄
訳
を
組
み
あ
わ
せ
た
も
の

⌒ｍ
）

だ
が
、
こ
の
な
か
で
李
光
沫
は
二
冊
の
底
本
を
あ
る
い
は
訳
し
、
あ
る
い
は
要
約
し
、
あ
る
い
は
自
分
の
創

っ
た
文
章
を
挿
入
す
る

な
ど
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
そ
の
文
体
が

一
九
二
〇
年
代
に
も
違
和
感
な
く
読
め
る
ほ
ど
新
し
い
も
の
だ

っ
た
こ
と
は
、

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）

一
一
一
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一
〓

一
九
二
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
雑
誌

『
三
千
里
』
に
ほ
ぼ
修
正
さ
れ
な
い
ま
ま
再
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
し
て
い
る
。

『
黒
坊
の
悲
し
み
』
を
刊
行
し
た
あ
と
、
大
陸
を
放
浪
し
な
が
ら
も
李
光
沫
は
文
章

の
鍛
錬
を

つ
づ
け
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
在
露
朝

鮮
人
の
刊
行
物
に
記
事
を
書
き
、
樫
南
善
に
雑
誌
の
原
稿
を
送
り
、
帰
国
し
て
か
ら
は
小
説
の
ほ
か
に
紀
行
文
や
論
説
も
書

い
た
。

「金
鏡
」
や

「
ユ
引
企
叶
会
せ
」
を
書
く
こ
ろ
、
彼
の
文
章
は
す
で
に

『無
情
』
と
同
じ
ほ
ど
に
ハ
ン
グ
ル
表
記
に
堪
え
う
る
も
の

に
な

っ
て
い
た
。　
一
九

一
六
年
末
に

『無
情
』
の
表
記
が
新
聞
社
の
判
断
で
ハ
ン
グ
ル
に
表
記
変
更
さ
れ
た
の
は
、
た
し
か
に

「瞬

間
的
」
で

「偶
然
」
の
出
来
事
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
影
響
さ
れ
な
い
だ
け
の
文
体
を
李
光
沫
は
す
で
に
作
り
上
げ
て
い
た

の
で
あ
る
。

ま
　
と
　
め

本
稿
は
、
定
説
を
く

つ
が
え
し
て
金
栄
敏
が
行
な

っ
た
、
『無
情
』
は
も
と
も
と
国
漢
文
で
書
か
れ
た
と
い
う
主
張
を
出
発
点
と

し
て
い
る
。
第

一
章
で
は
こ
の
金
栄
敏
の
主
張
を
検
討
し
、
『無
情
』
の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
二
重
表
記
の
状
況
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
第
二
章
で
は
、
李
光
沫
が
意
識
的
に

ハ
ン
グ
ル
表
記
を
選
択
し
た
の
は
上
海
亡
命
か
ら
帰
国
し
て

「嘉
実
」
を
書

い
た
と
き

で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
に
発
見
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
示
し
、
李
光
沫
が
国
漢
文
で
書

い
た

『無
情
』
を

ハ
ン
グ
ル
表
記
に
変
更

し
た
の
は

『毎
日
中
報
』
の
編
集
局
長
格
だ

っ
た
中
村
健
太
郎
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
た
。
第
二
章
で
は

『無
情
』
に
い
た
る
ま
で
の

李
光
添
の
文
章
の
道
筋
を
た
ど

っ
た
。

一
九
〇
八
年
の
最
初
の
翻
訳

「血
涙
」
の
と
き
か
ら
李
光
沫
は
言
文

一
致
に
踏
み
だ
し
た
が
、

表
記
は
国
漢
文
に
留
ま

っ
て
い
た
。
彼
は
翻
訳
や
創
作
に
よ

っ
て
文
章

の
鍛
錬
を

つ
づ
け
、
『無
情
』
の
表
記
が

『毎
日
中
報
』
の

編
集
局
の
判
断
で
ハ
ン
グ
ル
に
変
更
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
な
い
だ
け
の
文
体
を
す
で
に
作
り
上
げ
て
い
た
。
こ
の

変
更
か
ら
さ
し
た
る
衝
撃
を
受
け
な
か
っ
た
李
光
深
は
、
し
た
が

っ
て
こ
の
出
来
事
を
回
想
す
る
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

註
（１
）

「文
壇
苦
行
二
十
年

（其
二
と
、
『朝
光
』
、

一
九
二
六
年
五
月

号
、　
一
〇
四
頁
／

「多
難
註

半
生
引
　
途
程
」、
『李
光
沫
全
集
』

‐４
、
三
中
堂
、　
一
九
六
二
、
二
九
九
頁

（２
）

同
上

（３
）

金
栄
敏

『韓
同
近
代
小
説
史
』
、
今
、　
一
九
九
七
、
四
四
六
―

十
四
五
頁
。
『韓
国
近
代
小
説
引

形
成
過
程
』
、
企
瑠
き
せ
、
工
○

〇
五
、　
王
ハ
八
十

一
七
三
百
⌒

（４
）

予
告
文
と
謝
罪
文
は
分
か
ち
書
き
し
て
現
代
表
記
に
直
し
て
あ

２
つ

。

（５
）

李
光
添
の
書
翰
文
体
に
つ
い
て
は
経
珠
滋
の
論
文

「『無
情
』引

近
代

文
槽
斗

士
日筒
」、
『村
な
毬
こ
と
一号
』
四
二
召
、
二
〇

一
五
を

参
照
。

（６
）

第

一
面
に
掲
載
す
る
と
い
う
予
各
と
は
違
い
、
『無
情
』
の
第

一
回
は
三
版
三
面
に
掲
載
さ
れ
た
が
、　
一
月
二
日
の
第
二
回
か
ら
あ

と
は
ず
っ
と

一
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
謝
罪
文
は

一
版
二
面
に
掲

載
さ
れ
た
。

（７
）

表
記
に
関
す
る
歴
史
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
考
に
し

た
。
金
栄
敏

『文
字
制
度

劇大
民
族
語
引

形
成
斗

韓
回
近
代
文
字

（
一
八
九
〇
～

一
九
四
五
と

第
２
章

「近
代
民
族
語
嘲

形
成
斗

近

代
文
学
文
体
剣

定
立
」、
企
瑠
吾
せ
、
二
〇

一
二
、　
〓
ｉ
九
―
二
五

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）

六
頁
／
ニ
ツ
丼
崇

『朝
鮮
植
民
地
支
配
と
言
語
』
、
明
石
書
店
、
二

〇

一
〇
年
、
七
八
―
八
四
頁
／
李
研
淑

「朝
鮮
に
お
け
る
言
語
的
現

代
」
、
プ

橋
研
究
』
１２

（２
）
、

一
九
八
七
、
八

一
―
九
五
頁
／
瑠

せ
バ

『
二
〇
世
紀

國
漢
文
僧
引

形
成
過
程
』
、
対
付
仕
瑠
朴
、
二

〇
〇
八

（８
）

朝
鮮
人
の
手
に
よ
る
最
初

の
朝
鮮
語
雑
誌
は

一
八
九
五
年
に
留

学
生
た
ち
が
日
本
で
創
刊
し
た

『親
睦
会
会
報
』
だ
が
、
こ
れ
は
国

漢
文
で
表
記
さ
れ
て
い
た
。
前
掲
、
金
栄
敏

『文
字
制
度

胡
大
民
族

語
引

形
成
斗

韓
国
近
代
文
学

（
一
八
九
〇
～

一
九
四
五
と
、
四
二

頁
（９
）

前
掲
、
李
研
淑

「朝
鮮
に
お
け
る
言
語
的
現
代
」
、
八
五
頁

（１０
）

『
毎
日
中
報
』
が

一
九

一
工
年
に
実
施
し
た
紙
面
改
革
に
つ
い

て
は
成
苔
英

『
一
九

一
〇
年
代
小
説
引

歴
史
的
意
味
』
、
杢
瑠
言
せ
、

二
〇

一
五
、　
一
九

一
十

一
九
七
質

（Ｈ
）

一
九

一
七
年

（丁
巳
年
）

一
月

一
日
に
連
載
が
始
ま

っ
た

『無

情
』
の
上
段
に
掲
載
さ
れ
た
呂
圭
亨
の

「蛇
譜
」
は
純
漠
文
で
あ
る
。

（‐２
）

一
九

一
〇
年
代
に

『毎
日
申
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
九
八
編

の
小

説
の
う
ち
口
漢
文
作
品
は
七
編
の
み
で
残
り
は
す
べ
て
純

ハ
ン
グ
ル

文
だ

っ
た
。
前
掲
、
成
苔
英

『
一
九

一
〇
年
代
小
説
引
歴
史
的
意

味
』
、
六
二
―
六
三
頁

一
一一二
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（‐３
）

前
掲
、
金
栄
敏

『韓
国
近
代
小
説
引
形
成
過
程
』
、　
王
ハ
八
頁

（‐４
）

同
上
、　
一
七
〇
頁

（‐５
）

同
上
、　
互
ハ
八
百
｛

（崎
）

一
九

一
五
年
二
月

『青
春
』
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
詩
に

は
ほ
と
ん
ど
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
回
有

語
で
書
か
れ
、
漢
字
語
自
体
が
使
わ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

（‐７
）

経
珠
協

「李
光
沫
斗

『
大
韓
人
正
教
報
』
九

・
十

・
十

一
号
引

引
計
引
」
、
『
李
光
沫
斗

植
民
地
文
字
嘲

倫
理
』
、
企
瑠
言
せ
、
二

〇

一
四
。
同
書
の

「付
録
」
に
は

『大
韓
正
教
報
』
の
記
事

一
四
編

と

『勧
業
新
聞
』
の
記
事

一
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（‐８
）

李
光
沫
は
在
露
朝
鮮
人
の
新
聞

『勧
業
新
聞
』
に
も
論
説
を
言

い
た
が
、
こ
ち
ら
も
純

ハ
ン
グ
ル
表
記
の
新
聞
だ

っ
た
。
経
起
栄
は

「田
文
専
用
は
読
者
層

の
教
育
程
度
や
、
石
版
印
刷
問
題
と
も
無
関

係
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
僑
胞
新
聞
で
の

一
つ
の
特
徴
で
も
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
『植
民
地
時
期

民
族
知
性
斗

文
化
運
動
』
、
工
引
き

毬

毬
〓
、
二
〇
〇
二
、　
一
五
五
頁

（‐９
）

樫
珠
協

「近
代
小
説

文
憎

確
立
≡

向
註

二

計

し十
引

道
程
」

『近
代
書
誌
』
七
号
、
二
〇

一
上
、
二
〇
五
、
●

一
九
頁

（郷
）

「少
年
引

悲
哀
」
「ヂ
光
浩
」
「術
往
」
は
小
説
の
末
尾
に
そ
れ

ぞ
れ

（
一
九

一
七
．

一
。

一
〇
朝
）
曇

九

一
七
。

一
。

一
一
夜
）
貧

九

一
七
，

一
　

一
七
）
と
執
筆
目
が
記
さ
れ
て
い
て
、
『無
情
』
の

連
載
が
始
ま

っ
て
間
も
な
い

一
月
中
旬
の

一
週
間
の
あ
い
だ
に
執
筆

四
日
か
ら
六
日
ま
で
〓
一凹
に
わ
た
り

『朝
鮮
日
報
』
に

一朝
鮮
文
学

側
面
観
」
を
連
載
し
た
。
第

一
回
で
彼
は
、
「と
く
に
今
回
は
あ
る

雑
誌
社
の
朝
鮮
文
字
の
翻
訳
紹
介
に
参
画
し
、
ま
す
ま
す
朝
鮮
文
字

に
つ
い
て
感
じ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
金
在

湧

・
郭
畑
徳
編

『金
史
良
、
作
品
ヰ

研
究
２
』
、
二
村
言
せ

ｄ
ユ
「、

二
〇
〇
九
、
三
〇
九
頁
。
こ
の
文
章
の
存
在
を
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た

金
在
湧
氏
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（２７
）

『李
光
沫
短
編
集

嘉
実
』
、
二
五
二
頁
。
な
お

『有
情
』
の
解

説
に
よ
れ
ば
、
「嘉
実
」
と

「血
書
」
を
訳
し
た
の
は

『有
情
』
と

『愛
』
前
篇

・
後
篇
を
訳
し
た
金
逸
善
で
あ
る
。
金
逸
善
に
つ
い
て

は
以
下
の
論
文
が
あ
る
。
大
村
益
夫

「『野
葡
萄
』
と
金
逸
善
」、
『植

民
地
文
化
研
究

資
料
と
分
析
』
第

一
二
号
、
工
〇

一
四
、
四

一
―

五
二
百
⌒

（２８
）

金
史
良
が
、
こ
の
こ
ろ

『朝
鮮
日
報
』
に
連
載
し
た

「朝
鮮
文

字
側
面
観
」
の
第
二
回

「下
，
漢
字
問
題
、
観
察
、
教
養

「ユ
外
」

の
な
か
で
表
記
問
題
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
「嘉
実
」
が
李
光
沫

の
最
初
の
純

ハ
ン
グ
ル
小
説
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
刺
激
を
受
け
た

せ
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
二
〇
年
前
ま
で
漢
文
の
重

圧
の
も
と
に
あ
っ
た
朝
鮮
文
学
が
ハ
ン
グ
ル
文
学
に
移
行
し
え
た
の

は

「先
人
の
熱
情
」
に
よ
る
も
の
だ
と
讃
え
て
い
る
が
、
興
味
深
い

こ
と
に
そ
れ
と
同
時
に
、
「漢
字
の

一
字
も
混
じ
っ
て
い
な
い
ハ
ン

グ
ル
だ
け
の
文
章
を
読
む
の
は
、
大
部
分
の
読
者
に
と
っ
て
大
変
な

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
プ
一千
里
』

一
九
二
三
年

一
二
月

号
の
特
集

「新
聞
小
説
斗
作
者
心
境
」
に
書
い
た

「『有
情
皆
百
州

三

生
屯
村

（『有
情
』
の
新
連
載
に
あ
た
っ
て
と

の
な
か
で
、
李

光
沫
は

「ｑ
毬

或
引
刻
」
を

『無
情
』
に
引
き
つ
づ
い
て
書
い
た

こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

（２‐
）

前
掲
、
金
栄
敏

『韓
国
近
代
小
説
剣

形
成
過
程
』
、
一
七
〇
質
、

註
六
〇

（２２
）

前
掲
、
金
栄
敏

『韓
国
近
代
小
説
史
』
、
四
四
七
頁
。
李
光
沫

の
回
顧
文
は

『李
光
沫
全
集
』
１６
、
二
九
五
頁

（２３
）

た
だ
し
現
代
表
記
に
し
て
あ
る
。
こ
の
序
文
は
『李
光
深
全
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（２４
）

金
史
良
の
訳
文
が
載

っ
て
い
る
の
は
モ
ダ
ン
回
本
社
が

一
九
四

〇
年
四
月
に
出
し
た

『李
光
沫
短
篇
集

嘉
実
』
の

「紹
介
と
解
説
」

三
五
工
頁
で
あ
る
。
金
史
良
は
京
城
興
文
堂
発
行
の

『春
園
短
篇
小

説
集
』
と
の
み
書
い
て
、
刊
行
年
を
記
し
て
い
な
い
。
西
江
大
学
の

経
珠
協
氏
の
協
力
を
得
て
探
し
た
が
韓
国
の
図
書
館
に
は
見
あ
た
ら

ず
、
結
局
、
東
京
外
国
大
学
付
属
図
書
館
に
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
樫
珠
協
氏
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（２５
）

一
九
二
九
年

一
一
月

一
日
発
行
。
こ
の
と
き

『
モ
ダ
ン
ロ
本

朝
鮮
版
』
に
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
小
説
は

「嘉
実
」
の
ほ
か
に
李
孝
石

の

「蕎
麦
の
花
の
頃
」、
李
泰
俊
の

「鳩
」
で
あ
る
。

（２６
）

金
史
良
は
こ
の
作
業
を
し
て
い
る
時
期
の
一
九
二
九
年

一
〇
月

昔
痛
だ
と
思
う
」
と
し
て
、
朝
鮮
語
に
な
じ
ん
だ
漢
字
に
限

っ
て
復

権
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

（２９
）

こ
の
こ
ろ

『京
城
日
報
』
に
は
松
尾
と
い
う
編
集
局
長
が
い
た

が
、
『毎
日
申
報
』
に
は
編
集
局
長
の
ポ
ス
ト
が
な
か
っ
た
。
『社
史

で
見
る
日
本
経
済
史

植
民
地
編
第
二
巻
―
京
城
日
報
社
史
』
、
ゆ
ま

に
書
房
、
二
〇
〇

一

（３０
）

中
村
は
、
自
分
が

『毎
日
申
報
』
を

「主
宰
」
し
て
い
た
と
回

想
し
て
い
る
。
中
村
健
太
郎

『朝
鮮
生
活
五
十
年
』
、
青
潮
社
、
昭

和
四
四
年
、
五
七
頁

（３‐
）

『
毎
日
申
報
』
に
は
そ
れ
以
前
に
李
海
朝
や
李
人
植
が
創
作
し

た
新
小
説
が
連
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
李
光
沫
の
こ
の
回
顧
は
不
正

確
で
あ
る
。
あ
る
い
は
自
分
が

『京
城
回
報
』
に
朝
鮮
人
と
し
て
初

め
て
執
筆
し
た
こ
と
と
混
同
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ち
ら

に
し
ろ
、
『無
情
』
が
連
載
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
趙
重
桓

の

『長
恨
夢
』

や
何
夢
の

『海
王
星
』
の
よ
う
に
翻
案
小
説
が
中
心
に
な

っ
て
お
り
、

創
作
小
説
の
連
載
は
と
だ
え
て
い
た
。

（３２
）

「文
壇
生
活
三
十
年
引

回
顧
」
、
『朝
光
』
一
九
二
六
年
六
月
号
、

一
一
七
頁
／

「多
難
毬

半
生
剣
途
程
」
『李
光
沫
全
集
』
１４
、
四
〇

一
百
⌒

（３３
）

波
田
野
節
子
、
『韓
国
近
代
作
家
た
ち
の
日
本
留
学
』
、
第

一
章

李
光
沫
の
第
二
次
留
学
時
代
、
四
九
頁

（３４
）

『
毎
日
申
報
』

一
九
二
八
年
五
月
五
日

「座
談
会
―
創
刊
以
来

二
五



朝

鮮

学

工
四
年

本
報
成
長
引

回
顧
」
。
こ
の
席

で
沈
友
里
は
阿
部
が
自
分

の
俸
給
の
な
か
か
ら
毎
月
五
円
を
李
光
沫
に
送

っ
た
と
回
顧
し
て
い

る
が
記
憶
違

い
で
あ
ろ
う
。
李
光
沫
は
原
稿
料
と
し
て
受
け
取

っ
た

と
書
い
て
お
り
、
実
際
、
人
気
の
度
合
い
に
応
じ
て
原
稿
料
は
増
え

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
座
談
会
に
出
て
い
た
中
村
健
太
郎
は
、
李
光

深
が

『京
城
日
報
』
に
最
初
に
執
筆
し
た
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
や
、

『
五
道
踏
破
旅
行
』
が
読
者
に
愛
読
さ
れ
て
、
「内
地
人
」
に
朝
鮮
人

の
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
効
果
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

（３５
）

金
栄
敏
も
こ
の
人
物
に
注
目
し
、
詳
し
く
調
べ
て
い
る
。
「李

光
沫
初
期
文
学
引

変
貌
過
程
」
、
『
李
光
沫
文
字
剣

再
認
識
』
、
全

瑠
き
せ
、
二
〇
〇
九
、
三
七
―
四

一
頁

（３６
）

前
掲
、
中
村
健
太
郎

『
朝
鮮
生
活
五
十
年
』
、
九
―
五
〇
貫
。

中
村
は

一
九
二
二
年
に

『毎
日
申
報
』
を
解
雇
さ
れ
た
あ
と
、
総
昏

府
に
嘱
託
と
し
て
入
り
、
検
間
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、　
一
九
二
四
年

に
は
内
鮮
融
和
団
体
で
あ
る
同
民
会
の
創
立
に
関
与
し
て
理
事
と
な

り
、　
一
九
二
五
年
に
は
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
の
創
立
に
関
わ

っ
て

朝
鮮
仏
教
社
社
長
と
し
て

『朝
鮮
仏
教
』
誌
を
工
学
し
た
。
二

・
二

六
事
件
で
倒
れ
た
斎
藤
賃
を
追
悼
す
る
文
章
を
編
纂
し
て

『斎
藤
子

爵
を
偲
ぶ
』
を

一
九
〓
一七
年
に
朝
鮮
仏
教
社
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。

解
放
後
は
郷
里
の
熊
本
に
も
ど

っ
た
が
、
息
子
は
戦
死
し
、
引
揚
げ

の
時
に
財
産
を
失

い
、
若
い
と
き
に
病
ん
だ
脊
椎
カ
リ
エ
ス
の
後
遺

症
で
身
体
が
不
自
由
だ
っ
た
た
め
に
、
最
後
は
生
活
保
護
を
受
け
て

（３９
）

波
田
野
節
子

「翌
モ
引
毬

『立
工
青
斗
ｑ
剣
皆
百
告

父
阜

十

千
α
フト
」
、
『尚
虚
学
報
』
第
四
二
悩
、
尚
虚
学
会
、
二
〇

一
四
、
二

〇
三
―
工

十
四
夏

（４０
）

朴
珍
英

『翻
訳
斗

翻
案
引

時
代
』、
企
瑠
書
せ
、
二
〇

一
一
、

一
九
〇
頁
。
氏
は
ブ
ロ
グ
で

『開
拓
考
』
の
冒
頭
部
分
を
実
際
に
純

ハ
ン
グ
ル
に
置
き
換
え
た
例
を
提
示
し
て
い
る
。
軍
ｆ
ミ
き

い

０
い
く
の
・ヽ命
〇
日
卜
）ｏ
ｏ
ポ
∞
Ｓ
Ｓ
と
ＮＯ
ｏ
ｏ∞
ｏ
ｏ
Ｏふ
Ｎ
】

（４‐
）

『太
極
学
報
』
第
一
．
一
号
、　
一
九
〇
八
年
五
月

（２
）

『阜
城
新
間
』
、　
一
九

一
〇
年
七
月
ｉ
四
―１１
、
十
一六
日
、
二
七
日

（４３
）

瑠
せ
料
は
前
掲
書
中
で
国
漢
文
の
類
型
を
漢
文
文
章
体
の

「漢

主
国
従
」
、
漢
文
句
節
体
の

「国
主
漠
従
」、
漢
文
単
語
体
の

「国
主

漢
従
」
の
３
類
型
に
分
け
、
こ
の
外
側
に

「国
文
化
の
程
度
が
さ
ら

に
進
ん
だ
」
『少
年
』
の
回
漢
文
が
存
在
し
た
と
し
て
い
る
。　
一
四

一
一頁

（４４
）

『毎
―千１
中
報
』
、　
一
九

一
六
年

十
一
月

一
九
日

「文
字
升
文
」
／

『李
光
沫
全
集
』
１
、
五

一
四
―
五

一
五
頁

（４５
）

原
文
　
囲
漢
文
書

用
計
日
辞
丘

・コトこ計
モ

模
様
豊
立

最
司

平

坊
計
洲
，
最
司

口
用
語
せ
刻

辞
己
釈
剣
し―
辞
．

（４６
）

原
文
　
日
本
文
引

愛
遷
≡

上
叫
辞
工

山
田
美
妙
氏
オ

〓
一十

鎌
年
前
引

≡
日文

一
致
槽
岳

主
唱
註

以
来
王

文
字
的
作
品
を

勿
論

引
引
叫
斗

科
寧

・
政
治

・
論
文
等
剣

至
計
利
升
利
工

純
現
代
語
書

採
用
計
川

引
叫

『無
情
』
の
表
記
と
文
体
に
つ
い
て

（波
田
野
節
子
）

茶
の
行
商
を
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
は

一
九
六
七
年
に

『歌
集

・
三

笑
』
↑
一章
文
庫
）
、
一
九
六
九
年
七
月
に

『朝
鮮
生
活
五
十
年
』
（青

潮
社
）
を
刊
行
し
て
、
そ
の
年
の
一
一
月
に
亡
く
な
っ
た
。
浜
田
正

雄

「中
村
健
太
郎
さ
ん
を
悼
む
」
『親
和
』
第

一
ｉブし
七
号
、
一
九
七
〇
。

李
喜
益

「中
村
健
太
郎
先
生
の
御
永
逝
を
悼
む
」
『親
和
』
第
二
〇

〇
号
、　
一
九
七
〇
。
こ
の
ほ
か
に
大
手
で
き
る
資
料
と
し
て
は

一
九

二
九
年
刊
行
の

『朝
鮮
統
治
問
題
論
文
集
第

一
集
』
に
中
村
の
論
説

「理
解
と
同
情

（抄
と

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
雑
誌

『朝
鮮
仏
教
』

は
未
見
。　
一
八
八
二
年
と
い
う
生
年
は

『歌
集

・
三
笑
』
の
な
か
の

昭
和
三
四
年
に
七
七
歳
を
迎
え
て
詠
っ
た
短
歌
に
付
け
ら
れ
た

「明

治

一
六
年
七
月
七
日
熊
本
市
池
上
町
に
生
る
」
と
い
う
記
述
に
よ

る
。
（同
書
二
五
頁
）
『行
日
中
報
』
の
解
雇
に
つ
い
て
は
阿
部
充
家

が
中
村
本
人
の
手
紙
を
同
封
し
て
、
斎
藤
実
に
送
っ
た
書
簡
が
残
っ

て
い
る
。
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
。
斎
藤
実
関
係
文
書
そ
の
１
書

簡
の
部
ｌ
二
八
工
部
部
充
家
拠
。
総
督
府
に
嘱
託
と
し
て
入
っ
た
年

度
は
、
内
田
じ
ゅ
ん

「植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
同
化
政
策
と
在
朝

日
本
人
」
、
『朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
四

一
号
、
二
〇
〇
三
、　
一
九

七
頁
、
註
工

一

（３７
）

前
掲
、
中
村
健
太
郎

『朝
鮮
生
活
五
十
年
』
、
五
七
頁

（３８
）

読
者
の
人
気
を
得
た
李
光
沫
の
存
在
感
と
発
言
権
が
増
し
て
い

た
の
で
、
『無
情
』
の
と
き
の
よ
う
に
安
易
に
表
記
を
変
更
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（４７
）

た
と
え
ば
柄
谷
行
人
は
『
日
本
近
代
文
字
の
起
源
』
の
な
か
で
、

音
声
に
対
す
る
漠
字
の
優
位
が
逆
転
す
れ
ば
、
漢
字
を
選
ぶ
か
仮
名

を
選
ぶ
か
は
選
択
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
、
漢
字
の
優
位
の
否

定
は
様
々
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、　
一
見

無
関
係
な
領
域
で
生
じ
た
変
化
も
、
広
い
意
味
で
は

「言
文

一
致
」

の
展
開
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
『定
本
日
本
近

代
文
学
の
起
源
』
、
岩
波
書
店
、
ｉ
Ｏ
Ｏ
八
、
五
〇
頁

（４８
）

「血
涙
」
『太
極
学
報
』
第
二
六
号
、
五
四
頁

（勺
）

「春
園
文
指
生
活
二
十
年
を
機
会
三
設

「文
壇
回
顧
」
座
談
会
」
、

『三
千
里
』

一
九
三
四
年

一
一
月
号
、
二
四
〇
頁

（関
）

「李
光
沫
と
翻
訳
―

『召
号
引

対
こ幸
』
を
中
心
に
―
」
、
『東
京

大
学

韓
回
朝
鮮
文
化
研
究
』
第

一
二
号
、
二
〇

一
四
、
三
頁

（５‐
）

底
本
に
な
っ
た
の
は
、
堺
枯
川

（利
彦
）
の

『家
庭
夜
話
第
二

冊

仁
慈
博
愛
の
話
』
（内
外
出
版
協
会
、
】醤
じ

と
百
島
冷
泉
の

『通

俗
文
庫
第
■
編

奴
隷
ト
ム
』
（内
外
出
版
協
会
、

一
九
〇
七
）
で
あ

る
。
前
掲
、
「李
光
沫
と
翻
訳
」
を
参
照
。

（５２
）

『ｉ
千
里
』
一
九
二
五
年
九
月
号
か
ら

一
九
二
六
年
四
月
号
に
、

旧
式
の
語
尾
も
そ
の
ま
ま
で
収
録
さ
れ
た
。
た
だ
し
四
月
号
に
は
二

一
節
の
途
中
ま
で
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
最
終
章
は
二
四
節
な

の
で
五
月
号
に
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
彰
印
本
が
な
く
現
在

の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

七
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